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 ガンの予防または治療を目的に、これまで多くの研究者らにより乳製食品や

植物性食品が潜在的に有しうる抗腫瘍作用についての研究が世界中で展開され

ている。例えば、消化酵素処理を施したスキムミルクや様々な乳酸菌などとと

もに培養した発酵乳が、ヒト白血病細胞の増殖に対して抑制作用を示すことが

見出されている。発表者らの研究グループは、これまでに高熟成タイプのチー

ズが HL-60ヒト白血病細胞に対してアポトーシス的な DNA損傷を誘導し、細胞

増殖抑制効果を発揮しうることを明らかにしてきた。本研究会では、当研究室

で実施している研究内容の紹介を踏まえながら、発酵食品チーズの抗腫瘍作用

についての研究の一端を食品科学的な見地より述べる。 
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